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　【目的】　日本の高齢化率は、既に14％を越えた。西暦2000年には、日本はスウェーデン

の高齢化率約mを追い抜いて、世界のトップに立つと予想されていろ。女性の労働力、

出産力、介護力に期待が大きい中で。高齢社会と女性の就業について、スウェーデンを例

として社会科学的な整理をしてみたい。

　【方法】　既存の国連統計、官庁統計、各種調査結果、文献、資料に基づいて、分析、考

察を加えろ。

　【結果】急速な高齢化における労働力不足を、女性の労働力とて高齢者の労働力でもっ

て補填する。特に女性の労働力で補っていく場合には、今日まで女性に委ねられてきた家

事、育児、介護等が、女性の手を離れて、家庭外で行われる必要があろ。スウェーデンで

は、約8暦の女性が働いており、働く女性の8 111が福祉、医療、教育の現場で働いていろ。

そして彼らは、地方自治体の公務員が多い。そのため労働環境は世界一良好で、育児休暇、

育児手当、年金、老後保障が他のEU諸国と比べても上回っていろ。市職員の79^、県職員の

Si%が女性である。特に、1960年以降、公共セクターの拡大が著しく、伝統的に女性の仕

事とされてきた分野、すなわち保育や、介護が公共セクターに組み入れられた。公共セク

ターにおける保育、介護等の、女性の職場が増大することによって、経済効果もあがる。

すなわち、女性の所得が高ければ高いほど税収の増大、消費の伸びが見込まれる。換言す

れば、有用労働ではあるが、無償の、交換価値を持たなかった家庭内で行われていた保育

労働、介護労働が、有償の、filiを持つ労働に置き換えられたのである。
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【目的】現代女性には、地域・社会での積極的な関わりが求められているが、
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イルを形成していくことなどが期待されている。本研究は農村地域女性を対象に、その中

で地域・社会的活動を行っている女性に着目し、生活時間調査分析を通して生活実態を明

らかにし、今後の農村地域女性の地域・社会への関わり方や、より主体的な生活の仕方に

ついて検討を行うことを目的としている。

　【方法】1994年8月に新潟県Ｙ町の女性の中から、食生活推進グループをはじめとする諸活

動に関わる女性を抽出し、生活時間調査・付帯ｱﾝヶ-I"を郵送留置法で実施した。

　【結果】有効回答数は38 ．回答者は20歳～60歳代にわたり、うち有職者は８割である。以

下、全般的な分析結果について報告する。

　平日１日の生活時間は、起床５時33分、就寝22時33分、生理的生活時間のうち睡眠時間

は７時間10分である。有職者の場合、通勤時間は24分、勤務時間は８時間余りである。家

事的生活時間は、有職者は３時間余り、無職では８時間近くと長い。家事の仕方では、職

の有無に関わらず朝の早いうちに家の掃除や洗濯などを済ませ、「朝型」の生活である。農

村地域ならではと言えるのが、農家以外でも田畑で過ごす時間が見られる点である。（平
日の無職では58分､有職では19分）社会的文化的生活時間の過ごし方では、TV-ﾗｼﾞｵ視聴が

約１時間と最も長く、次いで団らん20分､付き合い･交際時間と新聞･雑誌を読む時間が12分
となっている。
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